
令和６年度教育課程研究集会
小学校 体育



体育科の指導における
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
授業改善について
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（２）児童生徒に対する配慮事項

（１）体力調査の結果に関すること

（３）プールの民間委託

（４）令和の日本型学校教育と学習指導要領

（５）共生の視点を重視した指導

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実



大変重要な項目

「運動・スポーツは苦手だけど、

体育・保健体育の授業は楽しいし好きだ」

質問紙調査項目：「体育の授業が楽しい」について

（１）体力調査の結果に関すること

生涯にわたって健康を保持増進し

豊かなスポーツライフを実現すること



「プール授業での配慮」

（２）児童生徒に対する配慮事項

見学をさせ、
状況に応じた活動

個々の違いに応じた対応をとる

適切に指導と評価を行う

生理による
見学の申し出



体育授業時の着替え

「体育授業時の着替え等の配慮」

水泳授業の水着の取扱い

男女の配慮

個別の配慮

児童生徒の心情に配慮した
適切な対応をとる



「何を民間委託できるのか」

「民間委託」

（３）プールの民間委託

学習指導要領に基づいた水泳授
業が適切に実施されること

「何を委託してはいけないのか」
詳細は、ステップアップミーティングのクラスルームに掲載しています



「施設管理」「学校外の施設を利用」

「民間委託」

学習指導要領に基づいた水泳授
業が適切に実施されること

「授業を行うのは、教員」
詳細は、ステップアップミーティングのクラスルームに掲載しています

「外部人材の活用（授業は教員が行う）」



未来の社会を見据え、児童生徒の資質・能力を育成する

に当たっては、このような学習指導要領の趣旨を踏まえ、

「個別最適な学び」と「協働的な学び」という観点から学

習活動の充実の方向性を改めて捉え直し、これまで培わ

れてきた工夫とともに、ICTの新たな可能性を指導に生

かすことで、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた

授業改善につなげていくことが重要と考えられます。

（４）令和の日本型学校教育と学習指導要領

学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に
関する参考資料（令和3年３月版）文部科学省初等中等教育局教育課程課 (P７)



①個別最適な学び

②協働的な学び

それぞれの学びを一体的に充実し
「主体的・対話的で深い学び」の実現に
向けた授業改善につなげる

・「個別最適な学び」 ： 「個に応じた指導」を学習者視点から整理した概念

・「個に応じた指導」 ： 「指導の個別化」と「学習の個性化」を教師視点から整理した概念

「個別最適な学び」 が「孤立した学び」に陥らないよう、「協働的な学び」を充実

成果を
生かす

成果を
還元

集団の中で個が埋没してしまうことがないよう

〇子供一人一人のよい点や可能性を生かし、

〇子供同士、あるいは地域の方々をはじめ多様な他者と協働する

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（中央教育審議会 令和3年1月２６日）

異なる考えが組み合わさり、よりよい学びを生み出す



指導方法については、

児童の発達の段階や学習の実態などに配慮しながら、

従来から取り組まれてきた一斉指導に加え、

個別指導やグループ別指導といった学習形態の導入、

理解の状況に応じた繰り返し指導、

学習内容の習熟の程度に応じた指導、

児童の興味・関心や理解の状況に応じた課題学習、

補充的な学習や発展的な学習などの学習活動を取り入れ

た指導などを柔軟かつ多様に導入することが重要である。
小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 総則 （Ｐ１０４）

（４）指導方法や指導体制の工夫改善など個に応じた指導の充実

（４）指導方法や指導体制の工夫改善など個に応じた指導の充実



○個別指導や
グループ別指導

○理解の状況に応じた
繰り返し指導

○学習内容の習熟の
程度に応じた指導

○児童の興味・関心や
理解の状況に応じた
課題学習

○補充的な学習や発展的な
学習などの学習活動を
取り入れた指導

【指導の個別化】 【学習の個性化】

指導方法や指導体制の工夫改善など個に応じた指導の充実指導方法や指導体制の工夫改善など個に応じた指導の充実（４）指導方法や指導体制の工夫改善など個に応じた指導の充実



これからの学校教育においては、子供が

ICTも活用しながら自ら学習を調整
しながら学んでいくことができるよう、

「個に応じた指導」を充実す
ることが必要である。

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して (P7)





学習の個性化指導の個別化

〇子供一人一人の特性・学習進度・学習
到達度に応じ、

一定の目標を全ての子供が達成すること
を目指し、異なる方法等で学習を進める

〇教師は必要に応じた重点的な指導や
指導方法・教材等の柔軟な提供・設定
を行う

自ら学習を調整しながら粘り強く学習に
取り組む態度等を育成する

〇教師は一人一人に応じた学習活動や
課題に取り組む機会の提供を行う

〇子供一人一人の興味・関心・キャリア形
成の方向性等に応じ、

興味・関心等に応じた異なる目標に向け
て、学習を深め、広げる

子供自身が学習が最適となるよう調整す
る

個別最適な学び

個に応じた指導

（一定の目標） （それぞれの目標）



【指導の個別化】 【学習の個性化】
一人一人に応じた学習活動・学習課題の提供

学習を深め、広げる学習内容の確実な定着

必要に応じた重点的な指導、指導方法等の工夫



協働的な学び

異なる考え方が組み合わさりよりよい学びを生み出す

多様な他者と協働



①個別最適な学び

②協働的な学び

それぞれの学びを一体的に充実し
「主体的・対話的で深い学び」の実現に
向けた授業改善につなげる

・「個別最適な学び」 ： 「個に応じた指導」を学習者視点から整理した概念

・「個に応じた指導」 ： 「指導の個別化」と「学習の個性化」を教師視点から整理した概念

「個別最適な学び」 が「孤立した学び」に陥らないよう、「協働的な学び」を充実

成果を
生かす

成果を
還元

集団の中で個が埋没してしまうことがないよう

〇子供一人一人のよい点や可能性を生かし、

〇子供同士、あるいは地域の方々をはじめ多様な他者と協働する

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（中央教育審議会 令和3年1月２６日）

異なる考えが組み合わさり、よりよい学びを生み出す
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学習指導要領（総則＋各教科等）を手掛かりとしつつ、

・学習指導要領に示す資質・能力の育成（総則第1）に向けて、

・編成した教育課程（総則第2）の下で、

・児童生徒一人一人の発達支援に目配りしつつ（総則第4）

・主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善（総則第３）
に学校全体として組織的・計画的に取り組むこと（総則第5）が一層重要



なお、運動領域においては、「学び
に向かう力、人間性等」に対応した、
公正、協力、責任、参画、共生及び
健康・安全の具体的な指導内容を
示すこととした。

（５）共生の視点を重視した指導

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 体育編 （P10）

あ



第1学年
第2学年

第3学年
第4学年

第5学年
第6学年

体つくり運動系
友達の考えを
認める

仲間の考えや
取組を認める

器械運動系
友達の考えを
認める

仲間の考えや
取組を認める

陸上運動系
友達の考えを
認める

仲間の考えや
取組を認める

水泳運動系
友達の考えを
認める

仲間の考えや
取組を認める

ボール運動系
友達の考えを
認める

仲間の考えや
取組を認める

表現運動系
友達の動きや
考えを認める

互いのよさを認め合い
助け合って踊る

共生の指導内容



第1学年
第2学年

第3学年
第4学年

第5学年
第6学年

ボール運動系
友達の考えを
認める

仲間の考えや
取組を認める

共生の指導内容

ゲームやそれらの練習の中
で互いに動きを見合ったり、
話し合ったりして見付けた
動きのよさや課題を伝え
合う際に、友達の考えを認
めること。

ゲームや練習の中で互い
の動きを見合ったり、話し
合ったりする際に、仲間の
考えや取組を認めること。



（１）（中略）特に、運動が苦手と感じている
児童や、運動に意欲的に取り組まない児童
への指導を工夫するとともに、障害のある
児童などへの指導の際には、周りの児童が
様々な特性を尊重するよう指導すること。

小学校学習指導要領 第2章 第9節 体育 第3 指導計画の作成と内容の取扱い （P154,１５５）

共生の視点

第3 指導計画の作成と内容の取扱い

２ 第2の内容の取扱いについては、次の事項に配慮するものとする。



豊かなスポーツライフの実現を重視し、スポー
ツとの多様な関わり方を楽しむことができる
ようにする観点から、体力や技能の程度、年齢
や性別及び障害の有無等にかかわらず、運動
やスポーツの多様な楽しみ方や関わり方を共
有することができるよう、共生の視点を踏まえ
て指導内容を示すこととした。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 体育編 （P11）

内容及び内容の取扱いの改善



（６）障害のある児童などについては、学習活動を行う場合に生じる困難

さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行うこと。

小学校学習指導要領 第2章 第9節 体育 第3 指導計画の作成と内容の取扱い （P154,１５５）

共生の視点

第3 指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。

（１）（中略）特に、運動が苦手と感じている児童や、運動に意欲的に取り組

まない児童への指導を工夫するとともに、障害のある児童などへの指導

の際には、周りの児童が様々な特性を尊重するよう指導すること。

２ 第2の内容の取扱いについては、次の事項に配慮するものとする。



（６）障害のある児童などについては、学習活動を行う場合に生じる困難

さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行うこと。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 体育編 （P165）

共生の視点

第3 指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。

通常の学級においても、発達障害を含む障害のある児童が在籍してい
る可能性があることを前提に、全ての教科等において、一人一人の教育的
ニーズに応じたきめ細かな指導や支援ができるよう、障害種別の指導の
工夫のみならず、各教科等の学びの過程において考えられる困難さに対
する指導の工夫の意図、手立てを明確にすることが重要である。



「共生」については、できない理由を探すので
はなく、「何ができるか」「どのように工夫した
らできるか」という視点で考えることが学びと
なります。

「共生」の意義や求められる背景などについて
丁寧に説明をし、一歩ずつ着実に進めることが
重要です。

共生の視点



Team
Nara

早く体育の時間に
なってほしいな♪

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実

「共生」の視点を重視した指導

続いて、実践発表です。


